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 トルコ、エスキシェル近郊の白亜紀高圧変成岩分布地域（タブサンリ帯）から採集したメタチャートは、ア

ルカリ角閃石のユニークなマイクロブーディン構造を呈している。片理面上に長柱状のアルカリ角閃石（グロコ

フェン～クロッサイト）がその長軸をいろいろな方向に向けて並んでいる。線構造の方向は統計的手法を用いて決

定した。線構造の方向（±15）に長軸が並んでいる角閃石をｐグループ、線構造に垂直な方向（片理面上で）に長

軸が並んでいる角閃石をｃグループと称し、それぞれ別々にマイクロブーディン解析（Masuda et al., 2003, 

Tectonophysics; 2004, Journal of Structural Geology 参照）を行った。その結果、応力パラメーλをｐグルー

プとｃグループに対して別々に求めることができ、Lambdac／Lambdap=0.6 であった。Lambdap は sigma1-sigma3  

に、また Lambdac は sigma1 -sigma2  に比例していることが考えられる。このことから sigma2 は sigma1 と 

sigma3 の中間の値より少し大きい値をとることがわかった。 


